








　Cleanliness in 17th and 18th century France was achieved by wearing white undergarments 
and changing them frequently. Because recurring plagues had instilled in people an extreme fear 
of water, water did not factor into people’s concept of cleanliness, and the sole determining factor 
of one’s cleanliness was whether or not one had white undergarments. Because the changing of 
undergarments to maintain physical cleanliness itself was associated with a new sense of plea-
sure which began at that time, it was perceived as being a practice that was also seen as a form 
of luxury. For example, preparing a change of chemises was considered the highest form of hos-
pitality for a guest. A change of undergarments was also the principal treatment for illness. In 
this way, white undergarments became a symbol integrating luxury with physical hygiene and 
medical care, and that transition in meaning is deeply related to the symbol of bathing.
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　17 世紀の文法家クロード・ファーヴル・ド・ヴォージュラ（Claude Favre de Vaugelas、
1585-1650）は、当時、用法が混乱していた多くのフランス語の整理を行なった。1647 年のことで
ある。彼が意味と表記を正した多くの言葉の中に propreté と propriété が含まれている。現代で
は、propreté は「清潔」、propriété は「所有、特性、属性」という意味を持つが、この二つは




propriété はラテン語の proprietas を意味するのにふさわしい。しかし、衣服や家具、そ
の他のいかなるものでも、それをきれいにしたり、礼儀正しく整えたり、装飾したりする





ラテン語の proprietas から、propreté はフランス語の形容詞プロプルから生まれたからだと説

















　最も古い清潔論はアルフレッド・フランクランによるものであろう⑷。『13 世紀から 19 世紀ま

























　おそらく 19 世紀の人びとにとって、17 世紀の衛生状態の極度に未発達な様子が、一種の好奇
の対象となっていた。19 世紀人にとっての propreté と 17 世紀人にとっての propreté はあまり
に乖離していた。その点に対する知的関心が、過去の衛生問題を学問的に跡付ける契機になった
ろう。というのは、17 世紀の礼儀作法書、シャルル・ソレル Charles Sorel（1582?-1674）の『ギャ
ラントリーの法則』（1644）が 19 世紀に再版された際、編者のルドヴィク・ラランヌ Ludovic 
Lalanne（生没年不詳）は、序文の中で、19 世紀から見た 17 世紀の衛生状態はあまりに未熟な段









　このように指摘した上で、ラランヌは、16 世紀後半から 17 世紀前半にかけてのフランスでは、
相次ぐ戦乱の影響で、清潔の習慣が廃れてしまったのだと嘆く⑿。ラランヌの言う清潔とは、し
たがって衛生問題に絞られている。ラランヌは 19 世紀において当たり前となっている清潔観を
もとに、17 世紀にはそれが欠如していることを素朴に慨嘆しており、17 世紀の清潔が 19 世紀の
それとは趣の異なる概念であったことには気付いていない。













































　本論で言う「清潔」とは propreté のことである。propreté は 16 世紀頃にフランス語の pro-
pre から派生した言葉である。propre は「そのもの自身に属しているもの、他のものと共有しな
いもの、特色、適切である、安定している」いう意味のラテン語 proprius から生まれた言葉と
される⒄。したがって propre は appartenance「そのもの自身に属しているもの、他のものと共
有しないもの」と convenable「ふさわしい、適切である」という概念を基本としている。大部
分の仏語辞書が、第一にこの 2 つの語で propre を説明する。この本来 propre の意味に含まれて
いた「適切である、ふさわしい」という概念が「自らの属性に適切であり、ふさわしい外観に整
えてある様子」に変貌した。そして 16 世紀には propre の語に「身だしなみの良い、優雅な、エ
レガント」、「豪奢な、贅沢な」という意味が加わる⒅。そこに「清潔な」という意味が加味され
るのは、17 世紀初頭まで待たねばならない。それでもやはり、たとえばユゲ Edmond Huguet
（1863-1948）の『17 世紀古語小辞典』（1920）によれば、propre は élégant、propreté は élégance
を意味し⒆、17 世紀において propreté の意味は多様な色調を帯びて存在していた。
　また、上述のとおり、propre の本来の意味に近い言葉で、propreté よりも発生が古い語とし
て propriété がある。したがって基本的には propriété も「属性」という意味を表している。そ




によれば、propreté と propriété の意味は、両者とも élégance「優雅さ、礼儀」になっている⒇。
　17 世紀になっても、たとえば、ニコラ・ファレ Nicolas Faret（1596?-1646）の作法書『オネッ
トム、すなわち宮廷で気に入られる術』（1630）では、明らかに、propreté と propriété が同様の
意味で用いられ、二つの語が版によって混同している箇所がある21。「男性の propreté について」
























































が作法書で言う清潔に不可欠な beau linge とは、レース付きの美しいリネン類を指している30。
　下着製造販売業者の取り扱う商品は多岐にわたる。1723 年に出版されたジャック・サヴァリー














女性と限られていた。見習い期間は 4 年間、さらに 2 年間は店員として働かなければ女性親方に
なれず、身元が確かで、敬虔なカトリック信者であることが条件とされた37。この条件は 1645





たという38。したがって、17 世紀から 18 世紀にかけて、下着製造販売業者の仕事に大きな変化
はなかったと考えられる。
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初めて頭をこすってきれいにしてもらう41。同年 11 月 17 日には、はじめて新鮮なバターとアー
モンド油で額と顔の垢を落としてもらっている42。さらに、はじめて髪の毛を梳かしてもらった
のは、翌年 1602 年 7 月 4 日のことである43。そして足をぬるま湯で洗ったのは、ようやく 5 歳
になったときであった。
1606 年 10 月 3 日、ぬるま湯で王太子の脚を洗った。初めてのことである44。
　この日まで、ルイ 13 世は一度も水を用いて身体を洗われたことはなかった。風呂に入ったの
は 7 歳になる年、1608 年 8 月 2 日のことである45。
　このように、フランス王国の王太子の身体でさえ、水を用いて汚れを落とすことはめったに行














私は風呂を用意した。陛下は午前 10 時に入浴した。その後、まる 1 日、陛下はこれまで
にない重い頭痛と、前日までとは一変してしまった体調で、お体のだるさが続いた。症状
が大変悪いので入浴は中止。私はそれ以上、入浴に固執しようとは思わなかった48。
　ルイ 14 世はその後まったく入浴をしなかったわけではない。1665 年 8 月にも、やはり侍医の





























　また、ルイ 14 世の生活を克明に記録したダンジョー Marquis de Dangeau（1638-1720）の日記




























































紀には、ルイ 14 世が医師の指示に基づいて試みていたし、ルイ 14 世の王太子がしばしば健康増
進のために川で水浴をしていたことをダンジョー侯爵は日記に綴っている。このような行為は宮
廷の中でも王太子くらいしか行っておらず、非常な好奇心を持ってそのことが記録されている。












































からも十分推察できる。たとえば、17 世紀から 18 世紀にかけての礼儀作法書ブームの中で、ひ
ときわ多くの読者を得ていたアントワーヌ・ド・クルタンの作法書を見ればよくわかる。クルタ
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付記：本論は 2010 年 8 月 23 日から 25 日に韓国ソウル市で開催された第 24 回国際服飾学術会議
のポスター展示発表「Physical Hygiene as a Luxury in 17th and 18th Century France- The 
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ンの遺体調書に見られる事例から─」、『服飾美学』第 30 号、2000 年。拙稿「18 世紀パリ、リヨン、ボジョ
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